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ポトラックパーティーとワークショップ

ポトラックパーティーとは．．．

ポトラックとは元々あり合わせ料理という意味。ワイワイ盛り上がる
ティーパーティーの事。話題も持ち寄りでそれらについて色々と話を
する。

ワークショップとは．．．

学びや創造、問題解決やトレーニングの手法。参加者が自発的に作業
や発言をおこなえる環境が整った場において、ファシリテーターと呼
ばれる司会進行役を中心に、参加者全員が体験するものとして運営さ
れる形態がポピュラー。会場には公共ホールや、スタジオ、美術館や
カルチャースクール、セミナー室、学校の教室を利用するなど様々。



ポトラック＆ワークショップ 2014



ポトラック＆ワークショップの発表教育的狙い

(1)ショートオーラルセッション(3分間 x 20件程度)

○学生らによる研究や活動のプレゼンで3分質疑無
○持ち寄りネタであるので、内容は自由
○内容を簡素かつ正確に伝える
○後のポスターディスカッションに呼び込む狙いでプレゼン

(2)ポスターセッション (1時間)

○菓子、ドリンク片手にポスター発表＋ディスカッション
○1つの部屋に全ての発表ポスターを配する
○全員(40名程度)が入ってポスターで内容を聞
○きながらディスカッション

(3)ワークショップ

参加者全員が集まって
ポスターを見聞きする
ので一体感が生まれる

過去5回で124件の発表，参加者は約200名
地域支援関連：10件
リハビリテーション機器・ロボット：20件



ワークショップへの誘導

<ポスターセッション⇒昼休み⇒ワークショップ>

お昼前に行うため、少し空腹をお菓子で満たしながら話をする。

ランチミーティング効果を狙っている
欧米の国際シンポジウムなどでは、セッション間に
コーヒーブレイクを入れているがこれも同じ効果を狙っている。

一つの部屋に集まって密に行うため、一体感は生まれる。
みんなの考えや研究・作業内容を理解し情報共有を行う。

大賀様をディスカッションしている間、各先生とディスカッションしている間に
地方イノベーションを擬似的体験したり考えるワークショップはできないだろうか？
と話し合うことになってきた。



2013 P&W NEC 大賀



指導者の
象徴

何が学びた
いのか？

何が必要な
のか？

高知で学べるモノ
の象徴





学生らが考えた大学名と学部
NPO法人高知自由に生きよう大学

学部名：おばあちゃんの知恵袋学部
具浪場留大学

学部名：地産自炊学部
高知県立サバイバル大学

学部名：農学部，サバイバル学部(海科・山科)

国立高知サバイバル大学
学部名：海サバイバル学科，山サバイバル学科

国立村おこし大学
学部名：酒造学科，観光学科，産業自給学科

土佐黒潮ホエール大学
学部名：生産・流通学部(水科・農科)

見えてきたモノは…

将来への不安
生き抜くための技術や知恵の獲得



2014 P&W KUT星野 & NEC 大賀



学ぶプロセス
の具現化

実現に向けた
プランニング





具体化があまりできない
講義名：経済的サバイバル概論
目的：高知県の食文化について学び、何故有名か？

どうやって有名にするか等を考える。
内容：どんな産品があるか？とその問題点／加工・経営

についてとその企画販売方法

講義名：応用漁師力学
目的：一流の一本釣り漁師になる
内容：本講義は実践を通して一流の一本釣り漁師になるために必要と

考えられる技術・精神・体力を身につける

講義名：応用酒学 〜酒豪になるまで〜
講義内容：高知で生きていくための酒の知識を身に着け，

酒豪になるための基礎を学ぶ

なぜ具体的でないのか？
原因：やはり知らないから．．．
でも，彼らは「それを学びたい」と感じている．



社会課題探索アプローチ

ネット情報の社会
表面だけの知識

問題点・課題の把握／解決方法／実施

①問題点・課題の把握

②解決策を思考・検証

③実施して検証

現場・現地 現場・現地

大学・実験室・研究室
部屋・家・インターネット

問題点は，ここからスタートしてさらに，
ここから動けない事！

ここからスタートさせる
そして，ここから次に動く！

妄想と創造でいきなり
実装しても正確な
検証できない．

勉強した工学的な知識
を持って、現場に行って
課題発見をする。



役割

1.課題を見つける・設定する

1.課題の解決策（仮説）を考える

1.課題の解決を試みる

1.課題解決を通じて事業を興す



役割

1.課題を見つける・設定する

1.課題の解決策（仮説）を考える

1.課題の解決を試みる

1.課題解決を通じて事業を興す

大学
等

企業
等



イノベーションのための役割

1.課題を見つける・設定する

1.課題の解決策（仮説）を考える

1.課題の解決を試みる

1.課題解決を通じて事業を興す

大学
等

企業
等

バラバラよりも
コラボした方が
よいですね。



イノベーションのための役割

1.課題を見つける・設定する

1.課題の解決策（仮説）を考える

1.課題の解決を試みる

1.課題解決を通じて事業を興す

企業

大学
もっと密接に、そして連携関係で進められないだろう
か？もちろん、事業として継続的に解決をはかること
が出来るネタは限られるてくる。



過疎化が進む地域に向けた
工学的支援について

日本全国→616市町村全国の市町村の35.9%
高知県→24市町村全国の過疎化市町村の3.8%

都会に住みたい訳ではなく、その土地に愛着
があって住んでいるお年寄りたち。

日々の暮らしとして食べ物(農作物)を生産し
て暮らしている。



自然があり恵もある
自然の恵の宝庫であり、生活を支えてなお少々
余る程度ある。何が問題なのか？

高齢化により、作業ができなくなる。人口の減
少により周辺の生活ラインが断絶してきている
。→ 引越せば？

生産物は、町での日曜市やJAからスーパーを経

てみなさんの手元にも届く。引越すと供給不足
になる問題がある。



輸入品の現状と品質問題
日本国内での過疎化の影響で国内生産では足
りない部分を海外(特に中国)に頼っている。貨

幣経済の力で支えている。国内で生産できな
いモノが増え、高齢化がすすめばどうなるの
か？高齢者の人たちが絶えると、生産ノウハ
ウは消えて、国内生産能力がない若者が大人
になり、貨幣経済でしか国を支えられなくな
る。→ いいのでしょうか？自分達に必要な
モノを自分達で作り出せない…そのノウハウを
失ってしまう…お金だけで解決する。

本当にいいのでしょうか？



高知県大豊町怒田
高知大学の地域協働学部の活動フィールド

にもなっている！

「中山間地域の生活と環境」、「地域協働実習」、「社会協
働実践」などの講義・実習の場所となっている。



過疎化が進む高知の中山間地域

•高齢化と人口減少
•労働力の低下

工学的な
仕組み

支援を通じて高齢化の
問題に向き合って
問題を解決する。

課題例1

動物生態調査機器の開発：鹿やイノシシなどの被害を調査するために
GPSを取り付けて生態を調査

課題例2
センサ開発：農作業に必要な日光量観測・雨量観測用をモニタリング

課題例3
小型発電機の設置：街灯などの小型インフラ用の発電設備の開発

課題例4

雑草見分けシステム：雑草を見分けて取り除くロボットシステムのため
の画像処理システム開発



単なる農作業の手伝い
ではありません！

①現場に行き、現場で起こっている
課題・問題を把握する。

②課題・問題を持ち帰って、対策方法
を話し合って実行に移せる方法を考える。

③プロトタイプ機器を考えてみる。
④持ち込んで現場で実験してみる。
⑤どこかで発表して，情報を発信する。
→ できることから動いてみる！

このプロセスを1-2年生で体験，3-4年生での就職活動や卒業研究に活かす．
⇒ 地域貢献を意識した就職・研究テーマ選択に結びつく！
⇒ 地域貢献を意識した製品開発・ビジネスにつながっていく．



なぜNECが関わっているのか？

•2010年度からの高知工大とのワークショッ
プにおける関係
•2014年度からは会社が取り組む「社会価値
創造型企業へ変わる」ための連携を模索

補足資料

2012年 2013年 2015年



「2015中期経営計画」にて、NECは社会課題解決を進めることを発信しました。

http://jpn.nec.com/profile/pdf/vision2014b.pdf

「NEC Vision

for Social Value Creation

2 014」より抜粋

補足資料


